
　－第38号の主な内容－

１．京奈和自動車道橋本道路

　　発掘調査報告会

　『考古資料から見た

　　紀ノ川上流域の弥生文化』

２．紀州の歩み終了

３．【コラム考古学の散歩道14

　　　　伊都郡の古代寺院と瓦】　

◆
報
告
会
の
概
要
◆
　

　
一
般
道
路
24
号
京
奈
和
自
動
車
道
は
京

都
～
奈
良
～
和
歌
山
を
結
ぶ
延
長
約
120
㎞

の
高
規
格
幹
線
道
路
で
す
。
橋
本
道
路
は
、

橋
本
市
隅
田
町
真
土
か
ら
同
市
高
野
口
町

大
野
ま
で
の
約

11.3
㎞
の
区
間
で
、
平
成
19

年
8
月
２
日
に
全
線
が
開
通
し
ま
し
た
。 

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
９
年
か
ら
16
年

ま
で
、
こ
の
道
路
建
設
に
伴
う
遺
跡(

垂
井

女
房
が
坪
遺
跡
・
野
口
遺
跡
・
北
馬
場
遺

跡
・
柏
原
遺
跡)

の
発
掘
調
査
を
実
施
し
、

昨
年
度
、
そ
の
整
理
作
業
を
終
了
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
報
告
会
は
、
橋
本
市
教
育
文
化

会
館
に
お
い
て
、
弥
生
時
代
の
お
墓
で
あ

る
方
形
周
溝
墓
と
竪
穴
住
居
が
ま
と
ま
っ

て
発
見
さ
れ
た
柏
原
遺
跡
の
調
査
成
果
を

中
心
に
「
考
古
資
料
か
ら
見
た
紀
ノ
川
上

流
域
の
弥
生
文
化
」
と
題
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
発
表
者
全
員
に
よ
る
討
論

会
の
他
に
柏
原
遺
跡
の
出
土
遺
物
展
示
も

行
い
ま
し
た
。
　

　
参
加
者
数
は
90
名
を
か
ぞ
え
、
県
外
か

ら
も
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
和
歌
山
の
弥

生
文
化
へ
の
関
心
の
高
さ
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
　

　
は
じ
め
に
、
徳
島
文
理
大
学
教
授
の
石

野
博
信
氏
に
記
念
講
演
を
お
願
い
し
、
土

器
や
石
器
等
の
遺
物
、
住
居
形
態
等
の
分

布
か
ら
み
た
他
地
域
と
の
交
流
を
中
心
に

幅
広
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
基
調
報
告
で
は
、
市
立
五
條

文
化
博
物
館
の
前
坂
尚
志
氏
と
橋
本
市
教

育
委
員
会
の
大
岡
康
之
氏
が
、
こ
れ
ま
で

た
る
い

に
ょ
う
ぼ
う
が
つ
ぼ

の
ぐ
ち

き
た
ば
ば

か
せ
ば
ら
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■展示風景

■土井　孝之氏
■大岡　康之氏 ■前坂　尚志氏

■討論会風景

２

記念講演
 徳島文理大学教授　　石野博信氏
 「紀ノ川から大和へ-弥生人の軌跡-」

基調報告
 （財）和歌山県文化財センター　　井石　好裕氏
 「柏原遺跡の発掘調査」

 市立五條文化博物館　　前坂　尚志氏
 「五條市域の弥生文化」

 橋本市教育委員会　　大岡　康之氏
 「橋本市域の弥生文化」

 （財）和歌山県文化財センター　土井　孝之氏
 「紀ノ川流域の弥生文化」

報告内容と報告者の顔報告内容と報告者の顔

■井石　好裕氏

の
調
査
成
果
を
も
と
に
、
各
市
域
で
弥
生

時
代
の
遺
跡
が
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ

て
い
く
の
か
等
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
当

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
井
石
が
柏
原
遺
跡
の

調
査
報
告
に
つ
い
て
、
土
井
が
紀
ノ
川
流

域
全
体
の
弥
生
文
化
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
　
　

　
討
論
会
は
、
主
と
し
て
柏
原
遺
跡
が
営

ま
れ
た
弥
生
時
代
中
頃
の
墓
制
と
地
域
間

交
流
を
テ
ー
マ
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
柏

原
遺
跡
で
は
、
方
形
周
溝
墓
か
ら
出
土
し

た
土
器
の
う
ち
、
河
内
地
域
で
作
ら
れ
た

も
の
が
10
％
以
上
を
占
め
る
よ
う
で
す
。

こ
の
状
況
は
、
他
の
紀
ノ
川
流
域
の
遺
跡

と
比
べ
特
異
で
あ
り
、
当
時
の
地
域
間
交

流
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
興
味
深
い

内
容
で
し
た
。
議
論
は
さ
ら
に
後
期
の
高

地
性
集
落
や
古
墳
時
代
へ
の
変
革
に
ま
で

進
み
、
弥
生
時
代
の
大
き
な
流
れ
が
よ
く

分
か
る
討
論
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
や
報
告
・
討
論
会
を
経
て
、

紀
ノ
川
上
流
域
の
弥
生
人
が
営
ん
だ
生
活

と
そ
の
特
徴
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
り
、
よ
り

深
い
議
論
へ
の
土
台
が
で
き
あ
が
っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
後
の
研
究
の
進

展
と
新
た
な
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
当
地
域

の
弥
生
文
化
の
さ
ら
な
る
解
明
が
望
ま
れ

ま
す
。
　
　
　
　
　
（
津
村
・
佐
々
木
）



３

①
参
加
者
に
つ
い
て

一
般:

90
名

男
性
65
名
（
72.

2
％
）

女
性
25
名
（
37.

7
％
）

発
表
者
３
名
（
セ
ン
タ
ー
職
員
除
く
）

＊
今
回
の
報
告
会
は
討
論
会
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
調

査
報
告
の
み
な
ら
ず
、
発
表
者
の
方
々
の
考
え

を
聞
く
機
会
と
な
り
、
参
加
者
数
に
つ
な
が
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
参
加
者
住
所
（
一
般
90
名
中
）

県
内:

71
名
（
78.

8
％
）

　
和
歌
山
市
10
名
・
橋
本
市
33
名
・
紀
の

　
川
市
11
名
・
岩
出
市
４
名
・
海
南
市
１

　
名
・
か
つ
ら
ぎ
町
４
名
・
九
度
山
町
２

　
名
・
那
智
勝
浦
町
１
名
・
不
明
５
名

県
外:

18
名
（
20.

0
％
）

　
大
阪
府
９
名
・
奈
良
県
８
名
・
兵
庫
県

　
１
名
・
不
明
１
名

＊
県
内
は
橋
本
市
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

橋
本
市
か
ら
参
加
者
が
多
く
、
県
外
か
ら
は
、

大
阪
府
に
次
い
で
奈
良
県
か
ら
の
参
加
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
五
條
市
に
つ
い
て
の
発
表
や
石

野
先
生
の
講
演
が
参
加
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

③
参
加
者
年
齢
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

　
20
代
４
名
・
30
代
３
名
・
40
代
２
名
・

　
50
代
14
名
・
60
代
14
名
・
70
代
12
名
・

　
80
代
２
名

＊
多
い
の
は
50
代
・
60
代
・
70
代
以
上
の
男
性

で
、
参
加
者
の
約
半
数
で
し
た
。
今
回
は
20
代
・

30
代
と
い
う
年
代
層
に
も
参
加
者
が
増
え
ま
し

た
。
女
性
の
参
加
は
や
は
り
少
な
か
っ
た
で
す
。

今
後
、
女
性
な
ら
び
に
若
い
世
代
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
え
る
企
画
・
広
報
が
課
題
と
な
り
ま

す
。

④
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計(

回
答
数
51
名)

◆
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
ど
こ
で
知
っ
た
？

　
新
聞:

８
名
　
ポ
ス
タ
ー:

５
名
　
知
人:

　
８
名
　
セ
ン
タ
ー
HP:

２
名
　
案
内
の
チ

　
ラ
シ:

７
名
　
ラ
ジ
オ:

１
名
　
そ
の
他

　
HP:

３
名
　
県
文
化
財
研
究
会:

２
名
　

　
橋
本
市
歴
史
研
究
会:

１
名

◆
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
の
き
っ
か
け
は
？

　
和
歌
山
の
歴
史
に
興
味
が
あ
る:

35
名

　
発
掘
調
査
に
興
味
が
あ
る:

33
名
　
セ
ン

　
タ
ー
の
行
事
に
関
心
が
あ
る:

９
名

＊
「
知
り
合
い
の
先
生
の
発
表
を
聞
き
た
い
」

や
「
講
演
内
容
に
興
味
が
あ
る
」
と
い
っ
た
意

見
も
頂
き
ま
し
た
。

◆
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
？

　
お
も
し
ろ
い:

3
名
　
ま
あ
ま
あ
お
も
し

　
ろ
い:

11
名
　
普
通:

13
名
　
あ
ま
り
お

　
も
し
ろ
く
な
い:

１
名
　
お
も
し
ろ
く
な

　
い:

０
名
　
無
回
答:

３
名

◆
今
後
こ
の
様
な
企
画
に
参
加
す
る
？

　
参
加
す
る:

５
名
　
興
味
の
あ
る
内
容
　

　
な
ら:

32
名
　
時
間
が
あ
え
ば:

15
名
　

　
近
く
な
ら:

１
名
　
そ
の
時
考
え
る:

１

　
名
　
無
回
答
…
１
名

⑤
み
な
さ
ん
の
声(

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り)

●
よ
か
っ
た
点

・
本
日
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
く

　
れ
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

・
弥
生
文
化
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

・
流
域
を
知
る
上
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

・
資
料
の
カ
ラ
ー
写
真
が
分
か
り
や
す
か

　
っ
た
。

●
悪
か
っ
た
点
・
難
し
か
っ
た
点

・
ス
ラ
イ
ド
の
活
用
を
。

・
高
齢
者
が
多
い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
話
さ

　
れ
た
方
が
よ
い
。

・
考
古
学
の
専
門
用
語
や
地
名
に
使
わ
れ

　
た
漢
字
に
ル
ビ
を
ふ
っ
て
下
さ
い
。

・
ポ
ス
タ
ー
と
会
館
の
案
内
の
名
称
が 

 

　
違
っ
て
い
た
。
　
　
　
（
報
告:

津
村
）

　

（
＊
印
＝
報
告
者
コ
メ
ン
ト
）

今
回
の
報
告
会
で
、
参
加
者
の
皆
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
報
告
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

な
る
よ
う
、
皆
様
の
貴
重
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
報
告
会
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
◎

■
紀
州
の
歩
み

 
-

（
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　 
 

速
報
展 

-

 

今
年
、
17
回
目
を
数
え
る
「
紀
州
の
歩

み
」
を
、
平
成
19
年
６
月
18
日
か
ら
８

月
17
日
ま
で
の
間
、
き
の
く
に
歴
史
探

訪
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
西
飯
降
Ⅱ
遺

跡
出
土
の
絵
画
土
器
や
、
野
田
地
区
遺

跡
出
土
の
平
安
時
代
の
犂(

か
ら
す
き)

な
ど
、
昨
年
度
の
発
掘
調
査
成
果
に
つ

い
て
の
展
示
で
し
た
。

　
今
回
は
、
土
・
日
・
祝
日
も
開
館
し

て
よ
り
多
く
の
方
々
に
見
て
頂
け
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
小
さ
な
展
示
室
で
す
が
、

間
近
に
遺
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、

来
館
さ
れ
た
方
に
喜
ん
で
頂
け
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
　
　
（
津
村
）

　

■展示解説風景



外区外縁

外区内縁

内
　
区

中 

房

瓦当部

丸瓦部

鋸歯文 珠文
蓮子
界線

子葉
蓮弁

間弁
瓦当裏面

玉縁

軒丸瓦の部分名称

古佐田廃寺

神野々廃寺

佐野廃寺

名古曾廃寺

伊都郡出土の
本薬師寺式軒瓦

本薬師寺

コ
ラ
ム
【
考
古
学
の
散
歩
道
14:

伊
都
郡
の
古
代
寺
院
と
瓦
】

　
伊
都
郡
は
律
令
制
の
も
と
、
畿
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
和
国

宇
智
郡
に
隣
接
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
央
文
化
の
影
響
を
う
け

や
す
い
地
域
で
し
た
。
現
在
、
伊
都
郡
内
の
古
代
寺
院
は
橋
本
市

の
古
佐
田
廃
寺(

浄
泉
寺)
・
神
野
々
廃
寺
・
名
古
曽
廃
寺
と
か
つ
ら

ぎ
町
の
佐
野
廃
寺
の
４
か
寺
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
都
郡
内
の
寺
院
で
は
本
薬
師
寺
式
と
よ
ば
れ
る
軒
瓦
が
出
土

す
る
こ
と
が
特
徴
と
い
え
ま
す
。
本
薬
師
寺
式
軒
丸
瓦
は
大
き
く

２
つ
に
分
け
ら
れ
、
１
つ
は
外
区
内
縁
に
珠
文
、
外
縁
に
線
鋸
歯
文

を
め
ぐ
ら
せ
る
単
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
、
も
う
１
つ
は
外
区
は
同
じ
で

複
弁
の
蓮
華
文
軒
丸
瓦
で
す
。
軒
平
瓦
は
偏
行
唐
草
文(

唐
草
文
が

一
方
か
ら
他
方
へ
え
が
か
れ
、
左
右
対
称
に
な
ら
な
い
文
様)

を
瓦

当
文
様
と
し
て
い
ま
す
。
伊
都
郡
内
で
出
土
す
る
本
薬
師
寺
式
の

軒
丸
瓦
は
す
べ
て
複
弁
の
蓮
華
文
軒
丸
瓦
で
あ
り
、
と
な
り
の
那

賀
郡
・
西
国
分
廃
寺
で
は
本
薬
師
寺
と
同
笵(

同
じ
型
で
作
ら
れ
た

瓦)

の
単
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
野
廃

寺
で
は
佐
野
廃
寺
式
と
よ
ば
れ
る
独
自
の
瓦
を
作
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
伊
都
郡
内
で
も
中
心
的
な
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き

ま
す
。

　
そ
し
て
、
宇
智
郡(

現
在
の
五
條
市)

に
本
薬
師
寺
の
瓦
を
焼
い
た
牧

代
瓦
窯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
牧
代
瓦
窯
で
は
偏
行
唐
草
文
軒
平
瓦
な
ど

を
焼
い
て
、
藤
原
宮
や
本
薬
師
寺
に
供
給
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
よ

く
似
た
瓦
が
伊
都
郡
の
古
代
寺
院
で
も
出
土
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
『
西
大
寺
縁
起
』
に
み
え
る
「
薬
師
寺
旧
流
記
資
財
帳
」
の
な

か
に
、
薬
師
寺
の
所
有
す
る
野
山
と
し
て
紀
伊
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
薬
師
寺
式
の
軒
瓦
が
伊
都
郡
の
古
代
寺
院
に
分
布

す
る
背
景
と
し
て
こ
れ
ら
の
寺
々
の
造
営
者
が
本
薬
師
寺
造
営
に
協
力

し
た
こ
と
を
示
す
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
紀
ノ
川
上
流
域
に
あ
た
る
伊

都
郡
は
豊
富
な
木
材
と
水
運
を
利
用
し
て
、
建
築
部
材
や
窯
の
燃
料
を

供
給
し
、
あ
る
い
は
瓦
生
産
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
本
薬
師
寺
式
の
軒
瓦
ま
た
は
、
瓦
当
文
様
の
下
絵
の
よ
う

な
も
の
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 (

手
島) 

り
つ
り
ょ
う
せ
い

う
ちこ

さ
だ
は
い
じ

こ
の
の
は
い
じ

な
ご
そ
は
い
じ

さ
や
は
い
じ

も
と
や
く
し
じ
し
き

の
き
が
わ
ら

せ
ん
き
ょ
し
も
ん

た
ん
べ
ん
れ
ん
げ
も
ん

ふ
く
べ
ん

へ
い
こ
う
か
ら
く
さ
も
ん

か
ぐ
ん

に
し
こ
く
ぶ
は
い
じ

ど
う
は
ん

だ
い
が
よ
う

さ
い
だ
い
じ
え
ん
ぎ

や
く
し
じ
き
ゅ
う
る
き
し
ざ
い
ち
ょ
う

が
と
う

ま
き
ん

な
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